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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第23期
第３四半期
連結累計期間

第24期
第３四半期
連結累計期間

第23期

会計期間
自2021年５月１日
至2022年１月31日

自2022年５月１日
至2023年１月31日

自2021年５月１日
至2022年４月30日

売上高 （千円） 3,615,820 3,272,706 4,804,311

経常利益又は経常損失（△） （千円） 227,909 △317,162 212,657

親会社株主に帰属する四半期純利

益又は親会社株主に帰属する四半

期（当期）純損失（△）

（千円） 135,155 △351,825 △8,361

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 116,264 △341,188 △66,311

純資産額 （千円） 6,703,090 6,140,881 6,520,514

総資産額 （千円） 7,238,038 6,621,603 7,143,327

１株当たり四半期純利益又は１株

当たり四半期（当期）純損失

（△）

（円） 10.57 △27.46 △0.65

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 92.5 92.7 91.2

 

回次
第23期
第３四半期
連結会計期間

第24期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自2021年11月１日
至2022年１月31日

自2022年11月１日
至2023年１月31日

１株当たり四半期純損失(△) （円） △1.16 △12.37

 

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．第24期第３四半期連結累計期間及び第23期の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、

１株当たり四半期（当期）純損失であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

３．第23期第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しな

いため記載しておりません。

 

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

 

EDINET提出書類

株式会社ザッパラス(E05484)

四半期報告書

 2/17



第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した事

業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

(1) 財政状態及び経営成績等の状況

① 財政状態

    （単位：千円）

  
2022年４月期
前連結会計年度

2023年４月期
当第３四半期
連結会計期間

増減

総資産 7,143,327 6,621,603 △521,723 △7.3％

負債合計 622,813 480,721 △142,091 △22.8％

純資産 6,520,514 6,140,881 △379,632 △5.8％

　当第３四半期連結会計期間末の財政状況については、総資産は6,621,603千円となり、前連結会計年度末に

比べ521,723千円減少しました。主な要因は、現金及び預金、無形固定資産の減少によるものであります。

　負債合計は480,721千円となり、前連結会計年度末に比べ142,091千円減少しました。

 

② 経営成績

    （単位：千円）

  
2022年４月期
第３四半期
連結累計期間

2023年４月期
第３四半期
連結累計期間

増減

売上高 3,615,820 3,272,706 △343,114 △9.5％

 モバイルサービス 2,988,677 2,675,659 △313,017 △10.5％

 海外 325,346 352,657 27,310 8.4％

 その他 304,675 251,393 △53,281 △17.5％

 調整（注） △2,877 △7,004 △4,126 －  

営業利益又は営業損失(△) 176,456 △325,254 △501,710 －  

 モバイルサービス 510,850 107,811 △403,038 △78.9％

 海外 22,246 △54,297 △76,543 －  

 その他 △13,107 △37,161 △24,053 －  

 調整（注） △343,532 △341,607 1,925 －  

経常利益又は経常損失(△) 227,909 △317,162 △545,071 －  

親会社株主に帰属する四半期
純利益又は四半期純損失(△)

135,155 △351,825 △486,980 －  

　（注）売上高の調整額は、セグメント間の内部売上高又は振替高であります。

営業利益又は営業損失の調整額は、全社費用等であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しな

い一般管理費であります。

　当第３四半期連結累計期間においては、地上波テレビでの占いをテーマとしたバラエティ新番組の提供、占

いと連動させた原宿イベントの企画開催など、潜在ユーザー層の開拓を目的とした各種プロモーションに積極

的に取り組んでまいりました。その結果、プロモーションノウハウの蓄積や、当社グループ所属占い師のメ

ディア露出増加など一定の成果を確認することが出来ています。

　これらの活動を通じ、売上高は3,272,706千円（前年同四半期比9.5％減）、営業損失は325,254千円（前年

同四半期は176,456千円の営業利益）、経常損失は317,162千円（前年同四半期は227,909千円の経常利益）、

親会社株主に帰属する四半期純損失は351,825千円（前年同四半期は135,155千円の親会社株主に帰属する四半

期純利益）となりました。損失の主な要因は、地上波テレビ番組制作協力をはじめとした、広告宣伝費の増加

によるものです。
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(2) 会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

　前事業年度の有価証券報告書に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分

析」中の会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について重要な変更はありません。

 

(3) 経営方針

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針について重要な変更はありません。

 

(4) 経営戦略等

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループの経営戦略等について重要な変更はありません。

 

(5) 優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要

な変更はありません。

 

(6) 研究開発活動

　該当事項はありません。

 

(7) 経営成績に重要な影響を与える要因

　当社グループの経営成績に重要な影響を与える要因については、「第２　事業の状況　１事業等のリスク」をご

参照ください。

 

(8) 資本の財源及び資金の流動性についての分析

　当社の主な資金需要は、サービス提供のための労務費、外注加工費、経費並びに販売費及び一般管理費等の営業

費用となります。これらにつきましては、基本的に営業活動によるキャッシュ・フローや自己資金を充当し、投資

が必要な場合には、状況に応じて金融機関からの借入等による資金調達で対応していくこととしております。

　なお、現在の現金及び現金同等物の残高、営業活動から得る現金及び現金同等物の水準については、新型コロナ

ウイルス感染症の拡大の影響を考慮しましても、当面事業を継続していくうえで十分な流動性を確保しているもの

と考えております。

 

３【経営上の重要な契約等】

　　　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 50,000,000

計 50,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
（2023年１月31日）

提出日現在発行数（株）
（2023年３月13日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 13,651,000 13,651,000
東京証券取引所

スタンダード市場

単元株式数

100株

計 13,651,000 13,651,000 － －

（注）発行済株式のうち55,633株は、譲渡制限付株式報酬として、自己株式を処分した際の現物出資（金銭報酬債権

30,431千円）によるものであります。

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

2022年11月１日～

2023年１月31日
－ 13,651,000 － 1,476,343 － 1,401,718

 

（５）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（2022年10月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

①【発行済株式】

    2022年10月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 836,400 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 12,812,000 128,120 －

単元未満株式 普通株式 2,600 － －

発行済株式総数  13,651,000 － －

総株主の議決権  － 128,120 －

（注）「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式68株が含まれております。

 

②【自己株式等】

    2022年10月31日現在

所有者の氏名又は
名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社ザッパラス
東京都渋谷区千駄ヶ

谷三丁目51番７号
836,400 － 836,400 6.13

計 － 836,400 － 836,400 6.13

 

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（2022年11月１日から2023

年１月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（2022年５月１日から2023年１月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、太陽有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

　なお、当社の監査法人は次のとおり交代しております。

　第23期連結会計年度　　　有限責任 あずさ監査法人

　第24期第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間　　　太陽有限責任監査法人
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2022年４月30日)

当第３四半期連結会計期間
(2023年１月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 5,424,857 5,081,315

売掛金 566,761 541,301

商品及び製品 39,895 57,426

未収還付法人税等 78,373 171,714

その他 183,814 75,717

貸倒引当金 △846 △636

流動資産合計 6,292,855 5,926,838

固定資産   

有形固定資産 85,820 68,027

無形固定資産   

ソフトウエア 54,958 35,948

のれん 181,800 80,666

その他 11,441 6,636

無形固定資産合計 248,199 123,251

投資その他の資産   

投資有価証券 424,167 424,193

その他 92,283 79,292

投資その他の資産合計 516,450 503,485

固定資産合計 850,471 694,764

資産合計 7,143,327 6,621,603

負債の部   

流動負債   

買掛金 161,348 164,184

未払金 282,194 221,418

未払法人税等 50,141 5,340

その他 108,775 71,296

流動負債合計 602,460 462,240

固定負債   

繰延税金負債 20,352 18,481

固定負債合計 20,352 18,481

負債合計 622,813 480,721

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,476,343 1,476,343

資本剰余金 1,401,720 1,401,720

利益剰余金 4,826,054 4,435,785

自己株式 △1,291,985 △1,291,985

株主資本合計 6,412,132 6,021,863

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 314 339

為替換算調整勘定 103,167 113,303

その他の包括利益累計額合計 103,481 113,643

非支配株主持分 4,900 5,374

純資産合計 6,520,514 6,140,881

負債純資産合計 7,143,327 6,621,603
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　2021年５月１日
　至　2022年１月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2022年５月１日
　至　2023年１月31日)

売上高 3,615,820 3,272,706

売上原価 1,087,016 1,035,071

売上総利益 2,528,804 2,237,635

販売費及び一般管理費 2,352,348 2,562,889

営業利益又は営業損失（△） 176,456 △325,254

営業外収益   

受取利息 491 102

為替差益 50,760 7,511

その他 200 539

営業外収益合計 51,452 8,153

営業外費用   

その他 － 61

営業外費用合計 － 61

経常利益又は経常損失（△） 227,909 △317,162

特別損失   

本社移転費用 6,237 －

特別損失合計 6,237 －

税金等調整前四半期純利益又は

税金等調整前四半期純損失（△）
221,671 △317,162

法人税、住民税及び事業税 81,538 32,537

法人税等調整額 4,947 1,651

法人税等合計 86,486 34,188

四半期純利益又は四半期純損失（△） 135,185 △351,350

非支配株主に帰属する四半期純利益 30 474

親会社株主に帰属する四半期純利益又は

親会社株主に帰属する四半期純損失（△）
135,155 △351,825
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　2021年５月１日
　至　2022年１月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2022年５月１日
　至　2023年１月31日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） 135,185 △351,350

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 102 25

為替換算調整勘定 △19,023 10,136

その他の包括利益合計 △18,921 10,162

四半期包括利益 116,264 △341,188

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 116,234 △341,663

非支配株主に係る四半期包括利益 30 474
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

該当事項はありません。

 

（会計方針の変更）

該当事項はありません。

 

（会計上の見積りの変更）

該当事項はありません。

 

（追加情報）

（新型コロナウイルス感染症の影響に伴う会計上の見積りについて）

　前事業年度の有価証券報告書（追加情報）に記載した新型コロナウイルス感染症の影響に関する会計上の見積り

の仮定について、重要な変更はありません。

 

（グループ通算制度を適用する場合の会計処理及び開示に関する取扱いの適用）

　当社及び一部の国内連結子会社は、第１四半期連結会計期間から、連結納税制度からグループ通算制度へ移行し

ております。これに伴い、法人税及び地方法人税並びに税効果会計の会計処理及び開示については、「グループ通

算制度を適用する場合の会計処理及び開示に関する取扱い」（実務対応報告第42号　2021年８月12日。以下「実務

対応報告第42号」という。）に従っております。また、実務対応報告第42号第32項(1)に基づき、実務対応報告第

42号の適用に伴う会計方針の変更による影響はないものとみなしております。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次

のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　2021年５月１日
　至　2022年１月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2022年５月１日
　至　2023年１月31日）

　減価償却費 72,168千円 86,425千円

　のれんの償却額 94,860 108,987
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　2021年５月１日　至　2022年１月31日）

１．配当に関する事項

（決　議） 株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2021年７月28日

定時株主総会
普通株式 89,312 7 2021年４月30日 2021年７月29日 利益剰余金

 

２．株主資本の金額の著しい変動

　当社は、2021年８月20日開催の取締役会決議に基づき、譲渡制限付株式報酬として自己株式の処分を行い

ました。この処分により自己株式は85,897千円（55,633株）減少しました。この結果、当第３四半期連結会

計期間末において自己株式は1,291,985千円（836,468株）となりました。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　2022年５月１日　至　2023年１月31日）

１．配当に関する事項

（決　議） 株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2022年７月27日

定時株主総会
普通株式 38,443 3 2022年４月30日 2022年７月28日 利益剰余金

 

２．株主資本の金額の著しい変動

　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自2021年５月１日 至2022年１月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

      （単位：千円）

 報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３

 
モバイル
サービス
事業

海外事業 計

売上高        

顧客との契約から生

じる収益
2,988,677 325,346 3,314,023 301,797 3,615,820 － 3,615,820

外部顧客への売上高 2,988,677 325,346 3,314,023 301,797 3,615,820 － 3,615,820

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ － － 2,877 2,877 △2,877 －

計 2,988,677 325,346 3,314,023 304,675 3,618,698 △2,877 3,615,820

セグメント利益又は損

失（△）
510,850 22,246 533,096 △13,107 519,988 △343,532 176,456

（注）１.「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、コマース関連事業及び受託業務

等を含んでおります。

２．セグメント利益又は損失（△）の調整額は、全社費用等であります。全社費用は、主に報告セグメントに

帰属しない一般管理費であります。

３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自2022年５月１日 至2023年１月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

      （単位：千円）

 報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３

 
モバイル
サービス
事業

海外事業 計

売上高        

顧客との契約から生

じる収益
2,675,659 352,657 3,028,317 244,389 3,272,706 － 3,272,706

外部顧客への売上高 2,675,659 352,657 3,028,317 244,389 3,272,706 － 3,272,706

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ － － 7,004 7,004 △7,004 －

計 2,675,659 352,657 3,028,317 251,393 3,279,710 △7,004 3,272,706

セグメント利益又は損

失（△）
107,811 △54,297 53,514 △37,161 16,352 △341,607 △325,254

（注）１.「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、コマース関連事業及び受託業務

等を含んでおります。

２．セグメント利益又は損失（△）の調整額は、全社費用等であります。全社費用は、主に報告セグメントに

帰属しない一般管理費であります。

３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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（収益認識関係）

　顧客との契約から生じる収益を分解した情報は、「注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりでありま

す。

 

（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期純損失及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　2021年５月１日
至　2022年１月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2022年５月１日
至　2023年１月31日）

１株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期純損

失（△）
10円57銭 △27円46銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社

株主に帰属する四半期純損失（△）（千円）
135,155 △351,825

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益又は親会社株主に帰属する四半期純損失

（△）（千円）

135,155 △351,825

普通株式の期中平均株式数（株） 12,786,514 12,814,532

（注）１．当第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、１株当たり四半期純損失で

あり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．前第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため

記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

（自己株式の取得）

　当社は、2023年３月13日開催の取締役会において、会社法第165条第３項の規定により読み替えて適用される同

法第156条の規定に基づき、自己株式の取得に係る事項を決議いたしました。

１．自己株式の取得を行う理由

　経営環境の変化に対応した機動的な資本政策の遂行、株主還元及び資本効率の向上を目的として、自己株式の

取得を行うものであります。

 

２．取得に係る事項の内容

(1) 取得対象株式の種類 当社普通株式

(2) 取得し得る株式の総数
700,000株（上限）

（発行済株式総数（自己株式を除く）に対する割合5.46％）

(3) 株式の取得価額の総額
2023年３月13日の終値に700,000株（取得し得る株式の総数の上限）を乗じ

た金額を上限とします。

(4) 取得期間 2023年３月14日

(5) 取得方法

2023年３月13日の終値で、2023年３月14日午前８時45分の東京証券取引所の

自己株式立会外買付取引（ToSTNeT-3）において買付けの委託を行います

（その他の取引制度や取引時間への変更は行いません。）。当該買付注文は

当該取引時間限りの注文といたします。

　（注）１．当該株数の変更は行いません。なお、市場動向等により、一部又は全部の取得が行われない可能性もあ

ります。

２．取得予定株式数に対当する売付注文をもって買付けを行います。

 

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2023年３月13日

株式会社ザッパラス

取締役会　御中

 

太陽有限責任監査法人

　東京事務所
 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 小松　亮一　　印

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 清水　幸樹　　印

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ザッパ

ラスの2022年５月１日から2023年４月30日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（2022年11月１日から2023年１

月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（2022年５月１日から2023年１月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すな

わち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを

行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ザッパラス及び連結子会社の2023年１月31日現在の財政状態

及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重要な

点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立し

ており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入

手したと判断している。

 

その他の事項

会社の2022年４月30日をもって終了した前連結会計年度の第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間に係る

四半期連結財務諸表並びに前連結会計年度の連結財務諸表は、それぞれ、前任監査人によって四半期レビュー及び監査が

実施されている。前任監査人は、当該四半期連結財務諸表に対して2022年３月14日付で無限定の結論を表明しており、ま

た、当該連結財務諸表に対して2022年７月28日付けで無限定適正意見を表明している。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて継続

企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 

四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
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・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー

手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され

る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と

認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかど

うか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において

四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が

適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人

の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業

として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成

基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結財務

諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさ

せる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査

人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な発見事

項について報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監

査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを講じて

いる場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。
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